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第 3 章 交錯する複数の世界 
——―『ギャンブラー』（1971）における〈サウンド・ブリッジ〉 
はじめに 





2-3. 2 つの世界をつなぐ〈サウンド・ブリッジ〉 
2-4. 2 つの世界の断絶 
おわりに 











2. 〈潜在的な物語〉としての銀行強盗——―第 1、第 2 の強盗シーン 
3. 〈物語〉の破綻——―第 3 の強盗シーン 
おわりに 
























































 分析対象となる 1960 年代から 1970 年代半ばにかけて公開されたアルトマンの作品群で


















 本論文を構成する各章の概要は次の通りである。第 1 章では、〈初期アルトマン映画〉の
































































































第 5 章は 1930 年代の大不況下の銀行強盗を描いた『ボウイ＆キーチ』（1974）を論じた。
この映画の中で何度か聞こえてくる位置決定困難なラジオ音声に脇役の人物をフォローす
る機能があることを発見し、その音が、主人公の顕在的な物語と対立して最終的に挫折す
る潜在的な別の物語を語っていることを明らかにした。併せてその映画史的意義も指摘し
た。  
最後の第 6 章はモノラルからステレオへと技術方式が移行した『ナッシュビル』（1975）
を対象として、映画の中を走り回る選挙宣伝カーの音声が非ステレオ的で位置決定困難で
あることに注目し、この音声が特定の 1 人の登場人物と結びつくことによって、多元的な
群像劇として高く評価されてきたこの作品が、実は、最終的に一元的な物語として統合さ
れるアイロニーをはらんだ映画であることを示した。 
結論では、本論文が解明したような音響の物語的機能をどのように記述し論じるべきか
という一般的な方法論に関して、簡潔な考察と提言がなされた。 
 
 
（２）論文の評価 
映画は映像と音響の結合によって成立するものであるにもかかわらず、映画作品の人文
学的研究は、長い間、ほとんど映像だけに注意を向け、音響についてはせいぜい従属的な
ものとしてしか扱ってこなかった。20 世紀末から映画音響への学術的関心が急速に高まり、
近年の日本でも音響のテーマに取り組む若手の映画研究者が次々に現れている。その中で
も本論文は、以下の点で高い評価を与えることができる優れた学術研究である。 
最初に特筆すべきことは、本論文が作品批評と理論研究を高い水準で総合した点である。
作品の細部に対する鋭敏な批評的発見をもとに、映画音響に関する内外の先行研究を広範
に精査した上で、独自の問題を設定し、確かな学問的方法によって実り豊かな作品分析を
行った。音響の感覚的特質が物語を語る機能を持つことに注目したのはきわめて独創的で
あり、特に、位置決定困難な音響という映画特有の現象の物語的機能を個々の作品に即し
て系統的かつ多角的に解明したことには大きな学術的意義がある。 
 次に、〈初期ロバート・アルトマン映画〉という、本論文の根本的な問題関心を追求する
のに恰好の作品群を対象として設定し、その未知の面を明らかにしたことも高く評価でき
る。アルトマンが個性的な音響演出を行う独創的な映画作家であることはつとに知られて
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いるが、映画への没入を阻むような独特のスタイルを持っていることもあり、いわば批評
的な距離の取り方が難しい映画作家である。その点、本論文が、音響によってもたらされ
る物語の複数性というアルトマン映画の特性を発見し、それにふさわしいアプローチを考
案してその実態を解明したことはきわめて啓発的であり、この作家の作品研究の可能性を
拡張する点で映画研究に大きく寄与するものである。 
さらに、その方法において、本論文はナラトロジーの学問的蓄積に対する十分な理解に
もとづき、個々の映画作品の特性や問題設定に適合した概念を柔軟に選択し、しばしば文
学研究に由来する概念に必要な検討を加えて映画作品の分析に応用した。その手続きは慎
重であり、その過程であらためて浮上したナラトロジーの理論的諸問題について、本論文
が決定的な解答を提示できたわけではないにしても、今後の探求を促すための論点の整理
やアイデアの提示を行っている。また、ナラトロジーは、物語の遍在という事実にもとづ
き、語りの媒質の違いを超えてその普遍的な特性を探究することを最終的な目的とする学
問であるが、映画音響の媒質としての特性に注目してその物語的機能を探究した本論文は、
ナラトロジー一般にも新たな刺激を与えることが期待できる。 
総括すると、本論文は、〈初期ロバート・アルトマン映画〉が「奏でる」潜在的な音響を
聴き取る著者の開かれた「耳」と、一連の映像を見通し精密に分析する「眼」、そして、物
語られる世界の存在の深さを語り／示す極めて抑制された文体を生み出す「手」の見事な
結晶と言える。音響を聴き取ることによって、単一的に見える物語世界のうちに別の複数
の物語が潜在し語られていることを論じる本論文は、物語世界それ自体の、あるいは物語
を可能にする存在それ自体の尽きせぬ豊かさや深さを探究している。こうして、音響／映
像による物語がはらむ未知の特性を研ぎ澄まされた諸感覚の行使によって解明した本論文
は、既存の映画学にとっては言うまでもなく、映像身体学という生成途上の学問領域にと
っても貴重な示唆を与えるものと期待できる。 
ただし、審査の過程で、本論文の論述にはやや惜しまれる点があることも指摘された。
それは本論文における著者の研究の基本的な立場にかかわっている。当審査委員会が注目
したのは、著者が、映画作品を読解の対象としての「テクスト」として措定し、研究者と
してその分析に専心する断固たる態度である。つまり、本論文は、一方で「作者」として
のロバート・アルトマン監督の伝記的事実や発言をほとんど参照していないし、他方では
経験的な存在であれ理念的なものであれ「観客」の反応というものを考慮しない。今日の
映画研究は理論や方法が多岐にわたり、対象も作品だけでなく、製作や受容など歴史的コ
ンテクストの広範な諸相が扱われるようになっている。そのような学問的状況を鑑みると、
それに対して本論文が選択した立場の正当性をもう少し明示的に主張してもよかったので
はないかと思われた。 
とはいえ、このような点は本論文それ自体の価値や意義を損なうものではない。本論文
が採用した確固たる態度には研究目的に即した十分な理由があり、それにもとづいて上述
したような大きな成果が挙げられたことは疑いえない。本審査委員会はその点を高く評価
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し、申請者の真摯な努力を讃えるものである。 
 
なお、本審査委員会は審査の過程で、本論文の完成度をさらに高めるために限定的な修
正を要求し、申請者はこれに応じて修正を施した。最終試験はこの修正版にもとづいて行
われた。 
 
 本審査委員会は本論文を総合的に判断し、その価値、意義および課題について検討した
結果、本論文は期待される要求水準を十分に満たしたものであり、博士学位の授与に値す
ると判断する。 
